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原子力における２Ｓ（原子力安全と核セキュリティ）インターフェイス 
実現のための提言 

Challenges and Proposal for Implementation of Nuclear Safety and Security (2S) Interface 

(4) 2S インターフェイス机上訓練 

(4) 2S interface desktop exercise 
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机上演習（Table Top Exercise: TTX）とは，参加者が実際に身体を動かすことなく，時間経過とともに変

化する模擬的な状況を想定・付与して行う訓練と定義される.想定・付与された状況での対応や意思決定を

試験することで，刻々と変換する被害状況等を具体的にイメージし，迅速かつ的確な対応や意思決定を学

ぶことが可能となるのが特徴である. 

物理的防護システムを評価するための TTX では，「原子力施設の既存の防護システムに対する敵対者の

攻撃をシミュレートし，システムの基本機能にあたる「検知」「遅延」対応」の性能・有効性を総合的に評

価する」ことが目的となる.TTX では盗取・妨害破壊行為等の事象発生後を含めた施設の防護性能を分析す

ることができるだけではなく，施設の安全分野の緊急時対応等も含めて総合的にシステム性能を評価する

こができる. 

机上演習の最も重要な目的は，役割，責任，優先度，悪意行為によって事象が発生したときの対応責任

を持つ各組織活動と設備の活用について，鍵となる参加者の相互理解を確立することである.これを理解す

ることは，悪意行為を想定した演習における対応を成功させるに役立つものとなる. 

従来，原子力プラントの安全担当者と核セキュリティ担当者との間では，例えば「情報公開」と「機密

保持」といった性質上の違いから十分な情報交換・意志交換が行われていないという事例もあった.今回，

ここで設計する机上演習システムは，安全担当者と核セキュリティ担当者とが，共に参加するように設計

することで，両者が相互協力して共通の課題に取り組み，核燃料施設・RI 施設・原子力施設における安全・

核セキュリティ性能向上のための対策を議論することができ，両者の十分な情報交換・意志交換を促進す

ることに貢献できると期待する. 

  

図 1: 机上演習プレーヤーとその役割（案）              図 2: 机上演習プレーヤー間の情報伝達ツール（案） 
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